説教要旨「大祭司イエス」
聖書：ヘブライ２章１４－１８
2:14 ところで、子らは血と肉を備えているので、イエスもまた同様に、これらのものを備えられました。それは、死をつかさどる者、つまり悪魔を御自分の死によって滅ぼし、

2:15 死の恐怖のために一生涯、奴隷の状態にあった者たちを解放なさるためでした。

2:16 確かに、イエスは天使たちを助けず、アブラハムの子孫を助けられるのです。

2:17 それで、イエスは、神の御前において憐れみ深い、忠実な大祭司となって、民の罪を償うために、すべての点で兄弟たちと同じようにならねばならなかったのです。

2:18 事実、御自身、試練を受けて苦しまれたからこそ、試練を受けている人たちを助けることがおできになるのです。

　神の御子、イエス･キリストはしばらくの間だけでありましたが、天使よりも低いものとされました。それは、キリストが「死の苦しみ」（９，１０節）を経験したことを意味します。こうして、神は聖なる方、すなわち全く罪のない、汚れなき方と、その方によって聖とされたものたちを発出されました〔作り出されます〕。聖なる方とその聖なる方によって清くされた者はいずれも神から出ています。聖なるキリストはもともと一切の罪のない方であり、私たちはそのキリストによって聖とされたのです。すべては神から出ています。キリストはそのことを、聖とされた者らを共通に聖とされた、ひとつの群れ、集団と認めるだけではなく、キリストを長子とする神の家族、兄弟姉妹、神の子らと呼ぶことをためらわれませんでした。それを、ヘブライ人への手紙の作者は旧約聖書を引用しながら証明しようとしています。
　ところで、キリストは血と肉を備えられました。つまり、人間となられました。これは単に肉体を持つという意味だけではありません。血と肉はたしかに見える体を意味しますが、その体は心も精神ももっています。それは霊魂を意味します。こうして、キリストは、思い、考え、感じ、認め、知り、人間としてのあらゆる行動を取ることができます。むろん、罪を除いて、と言わなければなりません。キリストは聖なる方だからです。
　何故、キリストは血と肉を備えなければならなかったのか。私たちと同じようにならなければならなかったからです。キリストは天使たちを救うのではなく、人間を救われます〔１６節〕。天使たちを救うのであれば肉体をもつ必要はありません。天使たちは体を持たないからです。キリストが体を持つのは、わたしたち人間が体を持つものだからです。キリストはこの点で、私たちと同じようになられたのです。同じですから、キリストが人間として勝ち取られた救いは、私たち人間も共有できるのです。キリストが人間として得たものは私たち人間もその兄弟として、相続することができます。
　このようにして、キリストは紛れもなく人間となってくださいました。それは、二つの目的を達成するためであったとヘブライ人への手紙の作者は語ります。

　第一は、悪魔を滅ぼすため、第二は、死の恐怖の奴隷状態になっているものの解放のため、とされます。キリストが人間となられた目的はむろんこの二つだけではありません。この後に出てくる大祭司となるために、あらゆる点でキリストは人間と同じようにならなければなりません〔１７節〕。
また、キリストはまことの犠牲として、贖いをするためには人間にならなければなりませんでした。このように、キリストが人間性を取られたことによってもっともっと多くの結果を残されます。

　ここでは、先ず、悪魔を滅ぼすためであったとされます。悪魔、すなわちサタンはここでは死をつかさどる者と訳されていますが、もともとは、死の力を持つ者のことです。死の力を持つというと何か強大な力を持っていると受け止められますが、死神のイメージとは違います。死の力を持つとは生命の力を持たないということでもあります。つまり、生きている者に生命力を与えることができず、生きている者の死を食い止めもせず、あたかも傍観者のようにいるだけの存在を意味しています。むろん、死は生易しいものではありません。
　私たちの人生はその生命のある中で多くのことを積み上げて生きます。それが人生経験です。この積み上げた高さは人によって異なります。誰一人同じではありません。ある人は誰からも評価される人生を営みますが、他の人はそうではありません。しかし、死はその人生にいわばマイナス記号をつけると喩えられます。そうすると積みあげたものは悉くマイナスになってしまいます。それが私たちの人生です。誰もがこの経験をしなければなりません。しかし、キリストは、ご自身の死をもって悪魔を滅ぼすために、体を持たれたのです。これはただ十字架の上で死んだということを意味しません。キリストは確かに死の苦しみを味わわれたのですが、その死を通して栄光と栄誉の冠を与えられました。その中に復活も含まれています。キリストは罪のない方であるゆえに、その死はそれで終わりではなく、死人の中から復活するという経験もされます。悪魔はキリストに勝利したと思ったのですが、それが悪魔の終わりを意味しています。キリストは復活され、同じ肉体を持つ者を同じようによみがえらされます。こうしてマイナス記号がつけられた私たちは、またプラスの記号を与えられます。キリストはこのために血と肉を備えられたのです。
　第二のことは、奴隷状態からの解放のためです。ここで、ヘブライ人への手紙の作者は、死の恐怖といいますが、これは主観的に死が怖いという意味ではありません。この世には死など怖くないという人がいます。本気でそう思っています。そして、医学の発展で死が恐怖ではないという人も多くなってきています。以前は病死の際、もだえ苦しみ、悶絶して死ぬのを避けることができませんでした。このような苦しみのいくばくかは麻酔の発達で経験しなくても済むようにされました。また、私たちは普段は死のことを忘れています。実際忘れることができるのです。しかし、実は誰も未来のことが分からないとしても、誰にでも確かなことは必ず人間は死ぬということです。これほど確実なことはありません。

　死の恐怖とはこの客観的な意味での死を指しています。誰もが死ぬということは考えてみれば恐ろしいことです。それは神との関係の断絶を意味しています。憐れみ深く、慈しみに満ち、愛の最高形態である神から引き離される、それが死です。たいていの人はこのことを知らないだけで、その真実を知れば、これほど恐ろしいことはありません。神なき世界は主観的な視点から見れば人間の高慢の現れですが、客観的にみればこれほど寂しいことはありません。死は恐ろしいのです。その死の下で、生涯、奴隷状態であるのが私たちです。この縄目から誰も自由であることができません。
　死に縛り付けられ、必ず死ななければならない人間は死の奴隷状態にあります。キリストは、私たちと同じ人間となって、死人の中に数えられましたがそこに留まっておられず、ついにご自身神の子として、死人の中からよみがえり、私たちも同じように、よみがえらせてくださいます。こうして、私たちは生きている間中、つねに死なねばならないという状態に縛られるのではなく、ついに命に復活する希望に生きることができるようにされます。もはや死の奴隷状態ではありません。
　キリストはこのように、私たちを死の暗黒の束縛から自由にしてくださいました。新しい命の中に解放されたのです。

　
キリストは、天使たちではなく、アブラハムの子ら、つまり、血統によるイスラエルではなく、霊的はイスラエルである、キリストを信じるものらを救われます。そのために、私たちと同じような人間性を取られたのです。

　キリストが人間性を取られたのは、１７節以下によれば、大祭司となるためだと言われています。聖書の教えるとことろ、そして、カルヴァンをはじめ、改革派教会の聖書理解で重視されているのは、キリストが、祭司、王、預言者としての務めを果たされ、それによって救いを実現されるとの理解です。これら三つの職務につけられるために油注ぎを受けました。ここから、油注がれた者=メシヤという名称が出てきました。メシヤ王という観念、それから御言葉を告知する預言者=メシヤという観念はしばしば重んじられますが、大祭司=メシヤのほうはあまり重視されることがないのですが、ヘブライ人への手紙では、このことが重視されています。これがこの書の特質のひとつです。キリストは大祭司として、私たちの救いを全うされます。そして、３章〔特に４章１４から〕から８章までの主題ともなります。

　キリストは大祭司となるために私たちと同じようになられました。大祭司はむろん人間です。レビ族出身で、しかも、大祭司の家柄でなければこの務めに就けられませんでした

　大祭司の仕事は、民の罪を償うためでした。また、試練を受けているものたちを助けるために、同じく試練を受けられました。大祭司の仕事については、これから逐一ヘブライ人への手紙を学んでいくことになりますが、何と言っても、民の罪の償いをすることが大祭司の務めでした。「民の」という言葉に注目しなければなりません。民を代表して、という意味です。
　大祭司は祭司の中でも特に聖所まで入っていき、そこで、犠牲をささげる役割を担います。誰も入っていくことができない聖所まで入って行ってそこで犠牲をささげます。その犠牲は、大祭司自身のため、そして、イスラエルの民たちのためです。この犠牲によって、大祭司もイスラエルもその罪が許されます。この限りにおいて、大祭司はイスラエルの一人でした。キリストも同じように、アブラハムの子孫の一人として犠牲をささげる役割を果たされます。
　それから、大祭司として、試練を受けなければなりませんでした。イスラエルの民に同情を寄せることができる大祭司でなければなりません。一般的な大祭司は職務として義務的にその務めを果たすこともありえます。しかし、この大祭司は、務めを果たす時、その民の状態をよく知っています。救われなければならないほどの試練の中にあります。その最たるものは死です。キリストは死という試練を味わうことによって、同じく試練の中にある者たちに理解をし、同情することが出来るのです。(この項おわり)
